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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期連結
累計期間

第47期
第３四半期連結
累計期間

第46期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 5,611,917 6,877,735 10,822,715

経常利益又は経常損失（△） （千円） △626,652 △259,410 251,253

親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）又は親会社株主に帰属する当

期純利益

（千円） △593,941 △226,317 665,248

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △582,655 △208,585 759,084

純資産額 （千円） 1,359,741 2,393,894 2,646,761

総資産額 （千円） 12,380,925 12,725,780 14,434,009

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額
（円） △66.06 △25.72 74.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 11.0 18.8 18.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 278,956 85,392 678,200

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △85,612 △69,814 △96,222

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △631,951 △755,344 △528,815

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 2,464,157 2,216,159 2,955,926

 

回次
第46期

第３四半期連結
会計期間

第47期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △22.90 0.35

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第46期第３四半期連結累計期間及び第47期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第46期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

６．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失（△）又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失（△）又は親

会社株主に帰属する当期純利益」としております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果により緩やかな回復基調が続いているもの

の、中国をはじめアジア新興国の経済減速や円安による輸入原材料価格の上昇等により先行き不透明な状況で推

移いたしました。

この様な経済環境のもと、当連結グループは、交通システム機器・メカトロ機器・特機システム機器の各部門

において営業活動を展開してまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、主に交通システム機器部門において第４四半期に計画され

ていた案件の前倒しがあったことにより、売上高は68億７千７百万円となり、前年同四半期連結累計期間と比べ

て22.6％増加いたしました。

損益面につきましては、営業損失は２億１千６百万円（前年同四半期連結累計期間は５億９千１百万円の損

失）、経常損失は２億５千９百万円（同６億２千６百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億

２千６百万円（同５億９千３百万円の損失）となりました。

 

（2）財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は127億２千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億８百

万円減少いたしました。これは、主に受取手形及び売掛金の減少22億１千９百万円、現金及び預金の減少７億３

千９百万円、仕掛品の増加９億５千２百万円、商品及び製品の増加１億７千４百万円等によるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は103億３千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億５千５

百万円減少いたしました。これは、主に支払手形及び買掛金の減少６億８千５百万円、短期借入金の減少６億５

千７百万円、長期借入金の増加２億７百万円等によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は23億９千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億５千２

百万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金の減少２億７千万円によるものです。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間の末日現在における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比べ７億３千９百万円減少して、当第３四半期連結累計期間末には22億１千６百万円（前年同四半期

連結累計期間末は24億６千４百万円）となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

[営業活動によるキャッシュ・フロー]

営業活動の結果により獲得した資金は、８千５百万円（前年同四半期連結累計期間は２億７千８百万円の獲

得）となりました。これは、主に売上債権の減少額22億１千９百万円、減価償却費４億５千１百万円、たな卸資

産の増加額12億１千２百万円、仕入債務の減少額７億３百万円、税金等調整前四半期純損失２億６千３百万円等

によるものであります。
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[投資活動によるキャッシュ・フロー]

投資活動の結果により使用した資金は、６千９百万円（前年同四半期連結累計期間は８千５百万円の使用)と

なりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出５千３百万円、投資有価証券の取得による支出１千３

百万円等によるものであります。

[財務活動によるキャッシュ・フロー]

財務活動の結果により使用した資金は、７億５千５百万円（前年同四半期連結累計期間は６億３千１百万円の

使用)となりました。これは、主に短期借入金の純減少額７億１百万円、リース債務の返済による支出２億６千

１百万円、長期借入れによる収入３億円等によるものであります。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた問題はありません。

（5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億８千７百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当連結グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあり

ません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 29,600,000

計 29,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 9,050,000 9,050,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数1,000株

計 9,050,000 9,050,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 9,050,000 － 700,700 － 722,424

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  251,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式 8,793,000 8,793 同上

単元未満株式 普通株式    6,000 － －

発行済株式総数 9,050,000 － －

総株主の議決権 － 8,793 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社高見沢サ

イバネティックス

東京都中野区中央

２－48－５
251,000 － 251,000 2.77

計 － 251,000 － 251,000 2.77

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,955,926 2,216,159

受取手形及び売掛金 4,985,309 ※２ 2,765,714

商品及び製品 452,946 627,915

仕掛品 574,069 1,526,225

原材料及び貯蔵品 776,927 862,653

その他 328,130 381,972

流動資産合計 10,073,310 8,380,640

固定資産   

有形固定資産 2,929,420 2,905,521

無形固定資産 37,346 28,317

投資その他の資産 ※１ 1,393,931 ※１ 1,411,300

固定資産合計 4,360,699 4,345,139

資産合計 14,434,009 12,725,780

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,761,612 ※２ 2,075,748

短期借入金 4,532,700 3,875,500

未払法人税等 31,675 9,419

賞与引当金 193,327 125,791

その他 846,845 750,852

流動負債合計 8,366,159 6,837,311

固定負債   

長期借入金 76,700 284,000

退職給付に係る負債 1,971,176 2,011,837

資産除去債務 32,396 35,595

長期未払金 108,536 108,536

その他 1,232,278 1,054,605

固定負債合計 3,421,088 3,494,574

負債合計 11,787,247 10,331,886

純資産の部   

株主資本   

資本金 700,700 700,700

資本剰余金 722,424 722,424

利益剰余金 1,210,405 940,091

自己株式 △96,247 △96,534

株主資本合計 2,537,281 2,266,681

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 138,219 145,164

退職給付に係る調整累計額 △28,738 △17,951

その他の包括利益累計額合計 109,480 127,212

純資産合計 2,646,761 2,393,894

負債純資産合計 14,434,009 12,725,780
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 5,611,917 6,877,735

売上原価 4,330,845 5,304,459

売上総利益 1,281,071 1,573,275

販売費及び一般管理費 1,872,410 1,789,963

営業損失（△） △591,338 △216,687

営業外収益   

受取利息 303 273

受取配当金 6,271 7,173

不動産賃貸料 6,300 6,900

受取保険金 10,000 －

その他 8,142 5,408

営業外収益合計 31,017 19,754

営業外費用   

支払利息 57,208 53,096

その他 9,122 9,381

営業外費用合計 66,331 62,477

経常損失（△） △626,652 △259,410

特別利益   

投資有価証券売却益 12,447 －

特別利益合計 12,447 －

特別損失   

固定資産除却損 2,433 2,868

災害による損失 － 869

特別損失合計 2,433 3,738

税金等調整前四半期純損失（△） △616,637 △263,148

法人税、住民税及び事業税 8,133 10,574

法人税等調整額 △30,829 △47,405

法人税等合計 △22,696 △36,830

四半期純損失（△） △593,941 △226,317

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △593,941 △226,317
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △593,941 △226,317

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 51,626 6,945

退職給付に係る調整額 △40,340 10,787

その他の包括利益合計 11,286 17,732

四半期包括利益 △582,655 △208,585

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △582,655 △208,585
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △616,637 △263,148

減価償却費 382,699 451,931

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,473 △67,536

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △212,322 40,660

受取利息及び受取配当金 △6,575 △7,446

支払利息 57,208 53,096

有形固定資産除却損 2,433 2,868

投資有価証券売却損益（△は益） △12,447 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,749,279 2,219,595

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,552,422 △1,212,850

仕入債務の増減額（△は減少） 446,972 △703,063

その他 171,307 △356,936

小計 357,023 157,170

利息及び配当金の受取額 6,575 7,431

利息の支払額 △55,035 △50,119

法人税等の支払額 △29,606 △29,089

営業活動によるキャッシュ・フロー 278,956 85,392

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △62,988 △13,027

投資有価証券の売却による収入 35,673 －

有形固定資産の取得による支出 △58,413 △53,279

無形固定資産の取得による支出 △11,220 △1,941

その他 11,336 △1,565

投資活動によるキャッシュ・フロー △85,612 △69,814

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △407,300 △701,000

長期借入れによる収入 100,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △76,900 △48,900

リース債務の返済による支出 △220,776 △261,162

自己株式の取得による支出 － △286

配当金の支払額 △26,975 △43,995

財務活動によるキャッシュ・フロー △631,951 △755,344

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △438,607 △739,766

現金及び現金同等物の期首残高 2,902,764 2,955,926

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,464,157 ※ 2,216,159
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っ

ております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（原価差異の繰延処理）

　季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当

該原価差異を流動負債の「その他」として繰り延べております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産 15,750千円 15,750千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次の

とおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 － 19,186千円

支払手形 － 50,665

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

現金及び預金勘定 2,464,157千円 2,216,159千円

現金及び現金同等物 2,464,157 2,216,159
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 26,975 3.00  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 43,995 5.00  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

当連結グループは、電子制御機器の製造販売及びこれら付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 66円06銭 25円72銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円）
593,941 226,317

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（千円）
593,941 226,317

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,991 8,798

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月12日

株式会社高見沢サイバネティックス

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉澤　祥次　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤田　建二　　印

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社高見沢
サイバネティックスの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年
10月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期
連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社高見沢サイバネティックス及び連結子会社の平成27年12月31
日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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